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第３回常任理事会
第１回編集委員会
市政研修会
奈良県自治連合会第1回研修会
第５回正副会長会議
南地区自治連合会総合防災訓練
西地区自治連合会県外研修
自治功労者表彰式
第４回常任理事会／市長との懇談会
北地区自治連合会総合防災訓練（あすか野小学校区）
北地区自治連合会総合防災訓練（真弓小学校区）
西地区自治連合会総合防災訓練
中地区自治連合会総合防災訓練
北地区自治連合会総合防災訓練
（生駒北小学校区・鹿ノ台小学校区・真弓小学校区）
奈良県自治連合会県外視察研修
北地区自治連合会県外研修
南地区自治連合会県外研修
東地区自治連合会総合防災訓練
第６回正副会長会議
第２回全体集会
知事と奈良県自治連合会との懇談会
第２回編集委員会

第５回常任理事会
第3回編集委員会
第７回正副会長会議
第２回新しいまちづくり部会
奈良県自治連合会第2回研修会
第６回常任理事会（予定）

あしあと
　令和７年度奈良県自治連合会自治功労者表彰式が、
令和７年10月28日、奈良ホテルで開催されました。
　この表彰式は、住民自治組織の役員として、長年に
わたり、地域住民の福祉向上に貢献し、行政の円滑な
る推進に協力された方々をたたえるものです。
　生駒市自治連合会からは次の皆さんが表彰されま
した。
　誠に、おめでとうございます。

〇奈良県自治連合会長表彰
　元町２丁目自治会長　田中 佐登志さん
　谷田町自治会長　中田　弘司さん
　秋津自治会長　三浦　英人さん

奈良県自治連合会自治功労者表彰式

「稲むらの火の館」と和歌山市防災学
習センターでの防災研修

　西地区自治連合会の今年度の県外研修は、和歌山県
有田郡広川町の「稲むらの火の館」と和歌山市消防局
防災学習センターでの防災研修を行いました。
「稲むらの火の館」は、安政元年（1854年）11月5日
の安政南海地震で多くの人々を救った「稲むらの火」
で有名な濱口梧陵の生家に設けられて、梧陵の偉業と
精神、教訓と併せて、実践的な地震・津波防災につい
て学ぶことができました。
　ここで学んだ「避難３原則」、１.想定に囚われない、
２.最善を尽くす、３.率先避難者になる、はどのよう
な災害にも当てはまる原則と感じました。
　安政南海地震の後、濱口梧陵が私費を投じて築造し
た広村堤防は、後に昭和南海地震の津波被害から地域
の人々を守る効果を発揮したとのことです。
　さらに第70回国連総会本会議にて、世界中で津波に
関する意識を向上させるために、「稲むらの火」の逸
話にちなみ11月５日が「世界津波の日」に制定された
とのことでした。

　和歌山市消防局防災学習センターでは、最先端の
VRシステムで臨場感溢れる体験が出来るVR防災体験
車での震度６強相当の地震の揺れの体験、煙避難体験
室での火災時の避難体験、プロジェクションマッピン
グの火災映像による初期消火チャレンジ体験の他、各
種防災グッズコーナーの見学等も行いました。
　その他、皆さんと湯浅町の湯浅伝統的建造物群保存
地区を散策して、老舗醤油醸造蔵「角長」の見学も行
い、秋の１日、天候にも恵まれ有意義な研修となりま
した。

自治連合会県外研修報告西地区  
東松ケ丘自治会 会長　乾　宏次

濱口梧陵の館にて濱口梧陵の館にて

VR防災体験車にてVR防災体験車にて

 10月19日（日）
　　和歌山方面
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「復興から防災力のアップを学ぶ」

　本年度の県外研修は、11月29日（土）、自治会長20
名・市職員２名合計22名の参加のもとに日帰りで実
施された。防災・減災には日々努力しているが、「い
ざ大災害に直面した時はどう対応するか」が、今回の
テーマであった。訪問先は、豊岡市の中心街と城崎温
泉町であった。
　豊岡市の中心街は、ちょうど百年前の1925年５月23
日に発生した北但大地震(M6.8、死者420人、全焼1,072
戸、全壊826戸）で壊滅的被害を受けた。ハミルトン
ルイ氏の座学で予備知識を学んだ後、震災復興遺産の
視察をした。
　豊岡市では「大豊岡構想」を旗印に長期的展望のも
とに、地震・火災に強い町づくりに全市をあげて取り
組んだ。具体的には、鉄筋コンクリート造りの耐火建
築物の促進や道路幅の拡張、行政機能を一か所に集中
して「シビックセンター」等とした。現在も市役所周
辺には復興時の建築物が数多く残っており、当時の街
並みを体感することが出来た。
　次の訪問地は、2015年１月３日にも火災があった城

「堺市を訪ねて」

　令和７年11月29日北地区自治連合会会長合計18名
で、堺市に研修に行ってまいりました。一路、秋晴れ
の良い天候のなか、堺市に向けて貸し切りバスで出発
致しました。１時間ほどで現地に到着し、堺市役所の
21階建てのビルの大きさに感激致しました。数分で屋
上にエレベーターで上がり、展望台で堺市を見渡しま
した。目に入ったのは、30人乗りの気球と大仙陵古墳

（仁徳天皇陵古墳）の大きさです。生駒市と比べたら、
あまりにも人口や面積、都会としての大きさにビック
リ致しました。近畿地方では4番目に政令指定都市に
移行した、大阪府で人口・面積が第二の都市です。歴
史と町と古くからの産業が発展し、今もずっと残って
います。
　その後、令和4年に設立した堺市総合防災訓練セン
ターに移動しました。近年、南海トラフ地震が来ると
予想されていますが、本当に良い時期に研修の計画を
して頂き、感謝しております。
　体験コーナーで震度７の起震体験のすごさと煙の中
を歩く体験が一番印象に残りました。本物の消防車や
救急車に乗れる体験もあります。研修者だけでなく、
消防士もその場で訓練できるようになっていましたの

崎温泉だった。現在の城崎温泉は完全に復興し当時の
状況は確認できない。昼食の前に当時実際に復興に従
事したホテルの総支配人から座学を受けた。「共存共
栄」を大方針として町民が一体となり復興を果たした。
　この研修の成果を自治連合会のスローガンである防
災力のアップに生かしていきたい。

で、用地を有効に使う設計のもとで運用されているこ
とに感激しました。消火体験では、炎の熱を感じなが
ら消火器を使用しました。
　富田林市寺内町も見学して、帰路に着きましたが、
参加者の皆さんとの交流もできてとても有意義な研修
でした。

自治連合会県外研修報告

自治連合会県外研修報告

南地区

北地区  

壱分町西自治会 会長　小金澤　貫一

あすか野自治会 会長　上村　京子

堺市総合防災センターにて堺市総合防災センターにて

当時はめずらしい鉄筋コンクリート造り当時はめずらしい鉄筋コンクリート造り

防火体験防火体験

豊岡市役所前にて豊岡市役所前にて

11月29日（土）
兵庫県豊岡市方面

 11月29日（土）
　大阪府堺市方面



	 生駒市自治連合会だより　第64号	 令和8年2月27日（5）（4）令和8年2月27日	 生駒市自治連合会だより　第64号

　11月９日（日）、光明中学校で校区内15自治会合同で
の避難訓練を実施しました。目的としては災害が発生し
たときに、地域の避難所に一番先に到着するのは、その
地区の住民の方であり、その人達が避難所を開設するの
が当然であると考え、避難所の開設訓練を実施しました。
想定として、８時30分に大きな地震が発生し、自宅が危
険である。自分や家族の身に危険のないことを確認した
後、指定された避難所に避難する。その時は、校門及び
体育館は施錠されていて、避難者が鍵を解錠し体育館
内に避難し、身の安全を確保するという訓練でした。
　しかし当日は雨のため、車での異動が多く、先に校
門や体育館の鍵を解錠することになりました。
  校門を開けた後、体育館に移動し体育館外部の安全を
確認した後、事前に各自治会長に配布されている避難
所開設用封筒の中にあるメモに従って施錠を解錠しま
した。体育館内部の安全を確認した後、体育館内に入
り、自治会の代表者が相談して、体育館内の配置を決
定するのですが、このときは混乱を避けるため事前に準
備をしました。その後体育館内の電気、水道、トイレの

使用が可能かを確認しました。次に本部の場所を決め、
各自治会で健康確認し名簿を作成する手順で実施しま
した。避難してくる道中に、危険箇所等あれば記入し
てもらい皆さんで情報を共有することも行いました。こ
こまでを避難所開設訓練としました。
  その後、オリジナル訓練として、パーテーションの設
置、仮設トイレ及びプライベートルームの設置、段ボー
ルベットの設置、発電機及び投光器の実演を実施し訓
練を終了しました。
　４年ぶりに実施しましたが、市の危機管理課の協力

も得、約100名の
参加者があり充
実した実のある訓
練になりました。

避難所開設とオリジナル訓練
西地区

小明町自治会 会長　池田　英二

　北地区には小学校区が4つありますが、その中で今回は
生駒北小学校区と鹿ノ台小学校区を主に報告いたします。
ともに11月16日（日）に行いました。
　生駒北小学校区の取り組みとしては、生駒北小学校区に
芝・宮方・久保・大北・ひかりが丘の5 自治会180 名が参
加し、サブ会場である生駒北スポーツセンターには、庄田・
傍示・獅子ケ丘の3 自治会24 名が参加しました。
　メイン会場では家族での参加が多く、消防車との記念撮
影コーナーなどが人気でした。また、非常食の試食も行い、
家庭内備蓄の推進を図りました。消火体験や情報伝達訓
練、段ボールベッドの組み立て、救命訓練などでは多数の
親子が参加してくれました。出来た段ボールベッドに子ど
もたちがたくさん乗りながら丈夫さを確認してる様子も見
られました。
　サブ会場では、個室テントの組み立てや無線連絡訓練な
ど避難所を再現したような密度の高い訓練を行いました。
会場には大人の参加割合が多く、また、非常に充実した訓
練ができたと危機管理課や消防からお褒め頂きました。
　鹿ノ台小学校区では、市役所や消防署、ボーイスカウ
トなどの協力を頂き、安否確認・無線訓練の後に、ＡＥＤ
の使い方や火起こし、応急処置など数多くのメニューをス

タンプラリー形式で体験してもらいました。この体験の中
でも特に人気だったのが、起震車による震度７の大地震体
験です。訓練の開始から終了まで長蛇の列ができていまし
た。体験者からは、「手すりがあるから立っていられたけど、
急に地震が来たら立つのは絶対に無理」「あんな地震が起
きたら家がつぶれると体験した主人が言ってた」などの声
が寄せられました。この経験を家や職場などの防災対策に
つなげてもらえればいいと思います。
　他地区の真弓小学校区・あすか野小学校区も例年通りの
訓練が行われました。来年度に向けての総合的な課題とし
ては、より多くの方が参加したいと思えるような楽しい企
画を取り入れたいと思います。防災士による講義もあり、
将来起こるかも
しれない南海ト
ラフ地震を警戒
しつつ学びを深
めていきたいと
感じました。

防災訓練の体験を家庭の防災対策につなげよう
北地区

あすか野自治会 会長　上村　京子

　今年度は４年に一度の大掛かりな総合防災訓練で、
各地区の自治連合会単位の開催となりました。我が東
地区も15の自治会が一致団結し、実行委員会を立ち上
げ、訓練を盛り上げることとしました。
　「より多くの自治会員に防災意識を持ってもらおう」
と、毎年1,000人以上を動員する「東小フェス・スポー
ツと文化のフェスティバル」とコラボ開催することを決
定しました。フェスの中では「スポーツ」や「文化」の
楽しいイベントが多く、それらと防災をどう絡めていく
かについて委員会で多くの議論を重ねました。開催場
所が生駒東小学校の為、多くの小学生の参加が見込ま
れます。様々な訓練をより多く体験頂くため「スタンプ
ラリー」方式とし、イベント体験者には防災グッズを進
呈しました。
　11月30日、晴天の中行われた訓練は①防災倉庫の内
容公開②防災無線体験③煙ハウス避難体験④倒壊瓦礫
救出訓練⑤消防車・消防服体験と撮影会⑥避難所トイ
レの勉強⑦避難所での口腔ケアの勉強⑧AED体験⑨災
害時体力を落とさない為の体操⑩段ボールベット・簡

易間仕切り作り体験など盛りだくさんで、多くの来場者
に体験頂き、防災意識と知識の醸成に役立てたと感じ
ています。
　フェスとの共催により自主防災会だけでなく、より多
くの人との交流が深まり、大変意義のある防災訓練に
なったと感じています。継続することで更に広く深い繋
がりになると確信しております。
　今回の訓練に対してご協力頂きました、生駒東小学
校様、生駒消防署様、生駒市危機管理課様、阪奈中央
病院様、奈良リハビリテーション専門学校様、東大阪
公園環境協会様その他ボランティアの皆様へこの場を

お借りして感謝申
し上げます。

防災がつなぐ地域の絆！
東地区

東菜畑北自治会 会長　木村　博次

　中地区防災訓練では、全員が簡易テントや段ボール
ベットの組み立てが学べるように11月９日生駒小学校体
育館をお借りして実施しました。
　当日は雨の中、代表役員は７時に集合して訓練設営
準備、応援役員は８時45分集合して、各自担当部署に
移動して参加者を迎えました。８時30分に市役所から
訓練開始の放送があり、防災訓練の案内書を全自治会
員宅に配布「我が家は無事です」のチラシを玄関先に
掲示。各自治会第一避難場所に集合して、自主防災会
会長の引率にて生駒小学校に避難訓練を行いました。
　９時より受付開始、訓練開始です。地区全体で雨降
りにも関わらず480名の参加がありました。
　訓練内容は、避難場所開設・市役所職員による段ボー
ルベッドの組み立て講習・簡易テントの組み立て・発電
機の作動方法・防災無線にて現状報告の体験を何人か
の方に実践経験をしてもらいました。防災グッズの展示、
大型トイレの展示、消防署の協力にて救急救護方法・救

急手当の方法を学び、また自主防災会会長の代表者より
防災講習を親子揃って楽しく聞かれていました。
　最後に婦人部による具沢山カレーライスの炊き出しが
あり、前日の準備、当日は早くから調理していただき、
皆さん笑顔で美味しく食事をされていました。また消防
署員のご厚意にて子どもたちは、消防自動車と子ども用
消防制服を着用して記念撮影をしました。家族の思い
出作りのシーンや訓練の中での楽しい時間もあり、無事
に終えることが出来ました。
　今回、場所の提供をしていただきました生駒小学校
校長先生をはじめ、消防署職員、消防団・応援の市役

所職員方々のご協
力により事故もな
く終了しました。

合同防災訓練に学ぶ
中地区

東新町自治会 会長　福田　佳明

起震車体験の様子起震車体験の様子

投光器実演投光器実演

避難所開設訓練避難所開設訓練

総合防災訓練を 開催しました！

600食分の炊き出し600食分の炊き出し

絵本の読みきかせによる災害講習絵本の読みきかせによる災害講習

避難所トイレの勉強避難所トイレの勉強

消防車・消防服体験消防車・消防服体験
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　10月５日（日）、南小学校の体育館と運動場で、地域
の防災意識をぐっと高めるイベント「防災フェスタ」を
開催しました！このフェスタは、昨年の能登半島地震被
災地・石川県穴水町への研修で学んだ教訓を地域に広
めるために企画。「みんなで一緒に！必ず役立つ防災体
験型」をキャッチフレーズに、楽しみながら防災を学べ
るイベントとして実施しました。

体験型防災コーナー
1. 火起こし＆消火体験
ファイヤースターターで火を起こし、実際に消火器を
使って消火体験！火を狙って消すドキドキ感を体感でき
ました。
2. AED体験
心肺蘇生の手順やAEDの使い方を体験。もしもの時の
自信につながる貴重な学びの場に。
3. 有事の判断ゲーム
災害や緊急時に慌てず対応する力を、チームで協力し
て学ぶ体験型ゲーム。冷静な判断力が身につきます。
スタンプラリー形式で2つ以上のコーナーを体験すると

「達人認定！」達成賞もゲットできるワクワク企画に。

4. 防災備品展示
段ボールベッド、避難テント、簡易トイレなど、災害時
に役立つアイテムを実際に見て触れるチャンス！

復興応援コーナー
能登半島・石川県穴水町の海産物を販売。災害地支援と
地域交流を兼ねたあたたかいコーナーも大人気でした。

顔見知りを増やす仕掛け
参加賞や非常食（豚汁・焼肉・フランクフルト・わたが
し）の試食、お楽しみ抽選会など、地域の方々が自然
に交流できる楽しい時間もいっぱい！
　今回の防災フェスタには、雨が降ったりやんだりの天
候にもかかわらず、なんと409名の皆様にご参加いただき
ました。運営に協力してくださった自治会役員約50名の
皆様にも心から感謝申し上げます。
地域全体で防災を学び、助け合える顔見知りを増やす―

―そんな「つながり」
と「学び」がいっぱい
の一日となりました。

南地区自治連合会 防災フェスタ大盛況！　
～みんなで体験！防災のワクワク学び場～

南地区

小瀬町自治会 会長　田中　康博

　11月４日、市長・副市長・教育長と自治連合会
役員との懇談会を開催しました。
　この懇談会は、地域の課題を市と共有し、解決
に向けて一緒に取り組んでいくことを目的に毎年
実施しているもので、今年度は座談会方式で進め
られました。
　当日は各地区で取り上げた課題の中で、事前に
自治連合会で決定した３つのテーマについて、活
発な意見交換が行われました。時間の都合上当日
取り上げられなかった質問や要望についても、後
日各地区へ回答がありました。
　自治連合会では、今後も市との情報共有の機会
を通じて連携していきます。

市長との懇談会

　12月14日、たけまるホールで令和７年度生駒市
自治連合会第２回全体集会を開催しました。
　長﨑自治連合会長と小紫市長の挨拶の後、「各地
区総合防災訓練」の報告がありました。
　各地区で開催された総合防災訓練で苦労したこ
と・工夫したこと・今後活かしたいことなどの話
がありました。各地区の訓練内容については、今
回４ページからの特集にも掲載しておりますので
ぜひご覧ください。
　全体集会終了後は、各地区連合会に分かれてそ
れぞれに係る協議や意見交換が行われました。

第２回 全体集会を開催

AED体験AED体験

消火体験消火体験
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認可外保育事業

企画から印刷まで 総合印刷会社
入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。

どのような印刷物でもご相談下さい

☎0742-34-2161☎0742-34-2161

FROM PLANNING TO PRINTINGFROM PLANNING TO PRINTING

株式会社

昭文社
株式会社

昭文社
〒630-8031　奈良市柏木町176-1

Nice days, Together!Nice days, Together!

漏水調査、管内カメラ調査漏水調査、管内カメラ調査

お気軽に
ご相談ください！！

奈良県広域水道企業団指定　417号

生駒の水道屋さん
水漏れ・つまり修理、お任せください！水漏れ・つまり修理、お任せください！

1,000 円引き！「まいこまを見た」で
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まいこまがホームページで
ご覧いただけます。

64号
2026.2.27

編集委員長
　松井　　邦友
編集委員
　上村　　京子
　乾　　　宏次
　福田　　佳明
　大川　　慶太
　畠中　　一臣

編集委員名簿

国内旅行・海外旅行

いこまツーリスト
※団体旅行、グループ旅行、個人旅行　お電話1本で予約・手配・
発券ができます。※他社パッケージ旅行の予約ができます。
※各種保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～金曜日
　AM10:00 ～ PM5:00
●定休日
　土・日曜日、祝・祭日

広告募集中
お問い合わせ
生駒市自治連合会事務局（生駒市役所　地域コミュニティ推進課内）
TEL:0743-74-1111（内線 2071）




